




 

目的 

 von Willebrand 病(vWD)患者の止血管理には従来より Cryoprecipitate が用いられてい

たが,肝炎の発生や頻回投与時の高 Fibrinogen 血症等の副作用があった。近年尿崩症治療

薬の 1-deamino-8-D-argenine-vasopressin(DDAVP)が軽症血友病 Aや vWD(TypeI)患者に対

し第Ⅷ因子を上昇させることが知られてきた。今回,本剤を用い vWD Type I の大腿部慢性

嚢腫様血腫摘出術を行い,臨床経過及び止血効果について検討した。 


